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（Ajiken Indicators of Developing economies: 
eXtended for Trade statistics）は旧AID-XT と新
AID-XT の 2 種類が存在する。旧 AID-XT 基礎





UN 貿易データは International Trade Statistics 
10 
Section, TSB, UN Statistics Division 作成による
UN Comtrade Database 貿易データであり、商品
分類は UN 作成による標準国際貿易商品分類








OECD の作成する貿易データの International 




室（Statistical Department Directorate General of 
































区分（trade flow code またはdirection of trade：d）、













む報告国ごとに作成された UN Comtrade 













要とされる。UN Comtrade Database 貿易データ 
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図１  on-line検索で得られるUN Comtrade Database貿易データの報告国日本における商品分類 
 
 







  ←--------------------------------------------------------------→ 
                 ←-------------------------------------------------→ 
                                 ←---------------------------------→ 
                                 ←---------------------------------→ 
                                                 ←-----------------→ 
                                                                 ←-→ 
（出所）UN Comtrade Database貿易データにもとづき著者作成 





表１ on-line検索により得られたUN Comtrade Database オリジナル貿易データ（UNC-O）の例 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Reporter Code,Trade Flow Code,Classification,Commodity Code,Partner Code,Year,Value,Netweight 












（出所）on-line検索によるUN Comtrade Databaseの貿易データ 
（注）最初の行は貿易データの分類カテゴリーと統計値の順番が示されている。報告国はオーストラリア（UN 
















SITC-R1 では 1962 年から 1987 年までが存在す






1976 年から 2004 年まではSITC-R2 による貿易
データが存在する。すなわち、それぞれの報告








































商品貿易分類（SITC: Standard International 
TradeClassification）系列と関税協力理事会が作
成する国際統一商品分類あるいは統一システム





















































































ベトナムは1997 年から2003 年までである。 
最近の CLMV 諸国の貿易データについては




















nj L1= に対して 0)( =jec であり mi L1= に
対して 0)( =ie p 、 0, =pce である。したがって、
記号•をすべての要素の合計とすれば、相手国
による誤差は 0)( , =+• pcp ee 、商品分類コード









表２  mdcc と個別相手国をもとに作成された貿易マトリクスの取引額表 
 
C     P  P1  Pj   Pn Error of P World 
C1 11x  … jx1  … nx1  )1(pe  Wx1  
：  :     :  :  
Ci 1ix  … ijx  … inx  )(ie p  iWx  
：  :     :  :  
Cm 1mx  … mjx  … mnx  )(me p  mWx  
error of C )1(ce   )( jec   )(nec  pce ,  pcc ee ,)( +•  
Total 1Tx   Tjx   Tnx  pcp ee ,)( +•  TWx  
（出所）野田容助「世界貿易マトリクス作成における整合性の評価と補正」（『改訂版世界貿易マトリクス―国
際産業連関表24部門分類にもとづいて―』SDS No.84 改訂版）の表1 
（注）影の部分は実際に得られるデータである。完全に整合性の取れた貿易マトリクスの取引表では error of P

























品分類コードの取引額を ),( 1 kiix L 、k桁レベル
で表わされたk+1桁レベル分類コードの取引額




|),,,(),,(| 11 •−= kkk iixiix LLα  
として、その補正基準を *kα とする。補正は、





で、 0* ≥kα をk桁レベルにおける絶対補正係数
という。また、相対誤差による補正基準は相対
誤差を、 
),,(/ 1 kkk iix Lαβ =  
として相対誤差の補正基準を *kβ とすれば、





この *kβ を相対補正係数といい、 1*0 ≤≤ kβ で
ある。 






0),,,(),,( 11 >•− kk iixiix LL  
















































 3.1  UN作成による変換のための対応表 
 
























表３  UNの変換表における対応関係のタイプごとの商品グループの数 
 
               タイプ 
対応関係 
      1      2     3     4a     4b      total 
( 1) HS1988 to SITC-R1 
( 2) HS1988 to SITC-R2 
( 3) HS1988 to SITC-R3 
( 4) HS1996 to HS1988 
( 5) HS1996 to SITC-R1 
( 6) HS1996 to SITC-R2 
( 7) HS1996 to SITC-R3 
( 8) HS2002 to HS1988 
( 9) HS2002 to HS1996 
(10) HS2002 to SITC-R1 
(11) HS2002 to SITC-R2 
(12) HS2002 to SITC-R3 
(13) SITC-R2 to SITC-R1  
(14) SITC-R3 to SITC-R1  
(15) SITC-R3 to SITC-R2  
    350     0    820      0      0      1170 
    739     0   1017      0      0      1756 
   2220     0    899      0      0      3119 
   4850     0    115      0      0      4965 
    351     0    819      0      0      1170 
    726     0   1029      0      0      1755 
   2123     0    933      0      0      3056 
   4665     0    212      0      0      4877 
   4933     0    106      0      0      5039 
    349     0    813      0      0      1162 
    716     0   1027      0      0      1743 
   2056     0    967      0      0      3023 
    970     0    238      0      0      1208 
    569     0    589      0      0      1158 






表４  抽象的概念モデルによるSITC 系列間における対応関係のタイプごとの商品グループの数 
 
               タイプ 
対応関係 
      1      2     3     4a     4b      total 
(13) SITC-R2 to SITC-R1  
(14) SITC-R3 to SITC-R1  
(15) SITC-R3 to SITC-R2  
    870   211     64     14     13      1172 
    659   250     10      0     88      1007 
    356   250     22     29     41      1669 
（出所） SITC-R1とSITC-R2の基本項目による対応関係コード表はUN統計局発行のStandard International Trade 
Classification, Revision 2 、商品分類SITC-R2とSITC-R3の基本項目における対応関係コード表はUN統計局発












タイプ 4a、タイプ 4b はすべて 0 となっており
これらに属する対応関係は存在しないというこ















表５  SITC-R2 とSITC-R1の基本モデル、UNに準拠した切断モデル、UNの基本モデル 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 




0057 1 4b 0573      0513      2    1 
0057 1 4b 0573      05201     2    4 
0057 1 4b 05795     05195     2    3 
0057 1 4b 05795     05201     2    4 
0057 1 4b 05796     05195     2    3 
0057 1 4b 05796     05201     2    4 
0057 1 4b 05797     05195     2    3 




0052 1 1  0573      0513      1    1 
0060 1 3  05795     05195     1    2 




0057 0 0  05795     05201     0    0 
0057 0 0  05796     05195     0    0 
0057 0 0  05796     05201     0    0 
0057 0 0  05797     05201     0    0 
0057 1 1  0573      0513      1    1 
0057 2 3  05795     05195     1    2 








図２  商品グループ 0057の基本モデルとUN の変換表にもとづく切断モデルの比較 
 




























































ループ 0057 を表わす )1(0057G は表 5 の（1）で













断要素は j と t は共に 0 に置き換えられた影で
示されている部分である。図2において切断の
要素を )0(0057G とすれば、商品グループ 0057
から )0(0057G を取り除いた対応関係に対して
再度グループ化することにより、2 つのサブグ
ループの )1(0057G と )2(0057G が作成され、 





























































できた。また、SITC-R1 中分類（先頭 2 桁）別




























































































































































































































































同様に UN Comtrade Database 貿易データを木
下・山田［1］による産業20部門分類で集計す


























































































































































UN Comtrade Database 貿易データの輸出には再
輸出が含まれていることに注意する必要がある。 
 
  おわりに 
 











































































リーズ第87集 アジア経済研究所 2003） 
［８］野田容助「商品分類の改訂に伴う貿易統計の
整合性評価」（野田容助編『商品分類の変換に伴う貿













SDS No.88 アジア経済研究所 2005） 
［12］野田容助・黒子正人共著『東アジア諸国・地
域と米国の貿易関連指数』調査研究報告書別冊 開発












報告書 開発研究センタ 2ー005-Ⅱ-04  アジア経済研
究所 2006） 
 
